
 

 

【精神科抄読会】発表タイトル 2019年度 

 

・総合病院の中の精神科～リスクマネージャー会議での啓発活動 

・周産期の農薬暴露と発達障害の発症の関連 

・朝型か夜型かは遺伝子で決まる 

・体感幻覚・むずむず脚症候群 

― 若手の会で治療方針のアドバイスを受けた症例のその後 ― 

・dTMSは OCDに効果があるか（須永） 

・『妊婦への抗うつ薬投与は早産、低出生体重、児の ASD、AD/HDに影響？』を検討 

・嘔吐恐怖症について 

・小児期の神経発達障害とうつのリスク～irritabilityの関連について～ 

・治療抵抗性うつ病に対する単回、反復、および維持ケタミン投与」 

・精神疾患患者における身体的治療の同意についての問題提起 

─特徴的な 4 症例を通して─ 

・『Neuro2019』 を振り返って （2019/07/25〜07/28開催, in 新潟）」 

・新学術領域“思春期主体価値発展学”の取組みの紹介 

・精神療法で大事なものって一体何？ 

・『Neuro2019』 を振り返って 2019/7/25～7/28開催, in 新潟） 

・CBTは脳機能にどのような影響を与えるか 

・健常者における摂食障害傾向と安静時脳活動ネットワークの関連 

―CINP2019発表演題― 

・神経性過食症に対する認知行動療法 CBT-E研修会報告」 

・令和元年 岩手支援の報告 

・日本総合病院精神医学会に参加して 

・クリスマス休暇は精神病理に影響を与えるか？ 

・オープンダイアローグって何？ 

・スクールカーストについて 

・地域貢献事業と AMED研究の取組みの紹介  

・ラクナ梗塞による晩発性双極性障害 

・緊張病治療のシステマティックレビュー 

・Deep learning 

・M4講義『コンサルテーション・リエゾン精神医学』からの報告 

・東邦大佐倉病院肥満外科カンファレンス見学報告 

・統合失調症とエクササイズ  

・児童相談所との連携  

・肥満症患者のパーソナリティ特性 

・精神科専門医になるために 


